
□一

は
じ
め
に

―
十
年
前
―

既
に
十
年
前
に
な
る
が
、
一
九
九
七
〜
八
年
に
勤
務
校
か
ら
海
外

研
修
を
許
可
さ
れ
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学

：

（Freie
U
nivesitat

B
erlin

）
に
滞
在
し
た
。
一
九
八
九
年
の
ベ
ル

リ
ン
の
壁
崩
壊
、
一
九
九
〇
年
の
東
西
再
統
一
に
と
も
な
う
さ
ま
ざ

ま
な
軋
轢
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
が
、
ボ
ン
か
ら
ベ
ル
リ
ン
へ
首
都
が

移
転
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

ベ
ル
リ
ン
市
は
特
別
州
で
、
市
で
あ
り
な
が
ら
州
と
同
様
の
権
限

を
持
す
州
政
府
が
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
に
は
三
つ
の
大
学
と
四
つ
の
芸

術
大
学
が
あ
り
、
か
な
り
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
た
（
ベ
ル
リ
ン
自

由
大
学
の
登
録
学
生
は
約
七
万
人
！
）。ベ
ル
リ
ン
は
西
欧
で
は
か
な

り
東
に
位
置
し
て
し
て
お
り
、
再
統
一
前
は
東
側
の
中
の
孤
島
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
。
も
と
も
と
産
業
は
な
く
税
収
も
少
な
い
。
し
か

し
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
ま
で
の
西
ベ
ル
リ
ン
は
、
税
収
が
少
な
く

と
も
連
邦
政
府
か
ら
予
算
が
下
り
て
お
り
、
ベ
ル
リ
ン
市
の
機
関
は

大
学
を
含
め
て
か
な
り
潤
沢
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
再
統
一
以
降
、
連

邦
政
府
か
ら
の
特
別
補
助
金
は
打
ち
切
ら
れ
、
財
政
状
況
は
非
常
に

苦
し
く
な
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
教
員
や
研
究
室
の
削

特
集
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
等
教
育
政
策
の
動
向

ド
イ
ツ
の
大
学
改
革
と
課
題

愛
知
大
学
・
法
学
部
／
教
職
課
程

太
田

明
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減
、
学
生
削
減
、
在
籍
料
徴
収
の
方
向
性
の
決
定
な
ど
、
大
学
予
算

の
削
減
に
と
も
な
う
合
理
化
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
反
対
す
る
大
規
模

な
学
生
ス
ト
ラ
イ
キ
が
打
た
れ
て
い
た
（１）

。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
ベ
ル
リ
ン
や
ド
イ
ツ
だ
け
の
問
題
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
〇
〜
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
で
は
大
学
を
取
り
巻
く
状
況
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
は
、
大
学
の
マ
ス
化
、「
入

学
制
限
」
の
導
入
、
後
期
中
等
教
育
と
大
学
と
の
接
続
、
「
一
般
学

生
」
（
明
白
な
目
的
を
持
た
な
い
学
生
）
の
増
加
、
中
途
退
学
率
の

上
昇
、
公
的
支
出
の
削
減
と
大
学
の
「
評
価
」
と
い
う
問
題
が
あ
げ

ら
れ
る
。

か
つ
て
は
数
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
大
学
進
学
率
も
九

〇
年
代
に
な
る
と
四
〇
％
に
達
し
、マ
ー
チ
ン
・
ト
ロ
ウ
の
言
う「
エ

リ
ー
ト
段
階
」
か
ら
「
マ
ス
段
階
」
に
移
行
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

多
く
の
国
で
は
、
後
期
中
等
教
育
修
了
試
験
が
同
時
に
大
学
入
学
資

格
試
験
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
合
格
し
た
者
は
改
め
て
選
抜
試
験

を
経
る
こ
と
な
く
大
学
入
学
の
権
利
が
あ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
採

用
さ
れ
て
き
た
た
め
、
入
学
資
格
者
が
要
求
す
れ
ば
、
大
学
は
原
則

的
に
入
学
を
拒
む
こ
と
は
出
来
な
い
。
進
学
者
が
少
数
の
場
合
に
は

う
ま
く
機
能
す
る
が
、
進
学
者
が
増
加
し
、
ま
た
大
学
予
算
が
十
分

で
な
い
場
合
に
は
、
学
習
環
境
が
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
学
生
数
が
増

え
続
け
る
。
政
府
財
政
が
悪
化
し
、
大
学
予
算
が
削
減
さ
れ
る
状
況

で
は
学
習
環
境
は
輪
を
か
け
て
悪
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
大
学
進
学
率
が
低
か
っ
た
の
は
、
後
期

中
等
教
育
で
の
普
通
教
育
と
職
業
教
育
と
の
役
割
分
担
が
比
較
的
は

っ
き
り
し
て
お
り
、
大
学
進
学
が
許
さ
れ
る
の
は
前
者
に
限
定
さ
れ

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
普
通
教
育
と
職
業
教
育
の
結
合
に

重
点
が
置
か
れ
、
後
者
か
ら
得
ら
れ
る
資
格
で
も
大
学
入
学
を
認
め

る
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
学
校
が
各
国
で
設
置
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

な
か
で
、
大
学
生
の
中
途
退
学
率
も
上
昇
し
、
さ
ら
に
標
準
的
な
修

業
年
限
で
卒
業
で
き
な
い
学
生
が
増
加
し
、
在
学
期
間
が
長
期
化
す

る
問
題
も
浮
上
し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
、
学
生
に
対
す
る
教
育
面
で

お
お
た
・
あ
き
ら
�
一
九
五
五
年
、
長
野
県

生
ま
れ
�
主
な
論
文
・
著
書
に
「
子
ど
も
の

未
来
性
と
未
来
世
代
と
し
て
の
子
ど
も
」、

「
批
判
的
教
育
学
を
た
ず
ね
て
」
（
山
崎
・

石
堂
編
著
、
『
教
育
哲
学
へ
の
い
ざ
な
い
』、

学
術
図
書
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）。「
責
任
と
そ
の
原
型
（
そ
の
一
〜
三
）」

（
愛
知
大
学
『
文
学
論
叢
』、二
〇
〇
四
〜
二
〇
〇
六
年
）。「
ケ
ア
の
倫
理
と

責
任
の
倫
理
」
（
愛
知
大
学
『
一
般
教
育
論
集
』、第
二
十
六
号
、
二
〇
〇
四

年
）。「
子
ど
も
の
権
利
と
未
来
世
代
の
権
利
」
（
愛
知
大
学
『
一
般
教
育
論

集
』、第
二
十
二
号
、
二
〇
〇
二
年
）。
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の
充
実
が
大
学
改
革
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
た
。

他
方
、
大
学
外
か
ら
も
、
自
然
科
学
分
野
で
の
研
究
・
教
育
に
お

け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
の
立
ち
後
れ
が
指
摘
さ
れ
た
。
産
業
界
か

ら
は
、
労
働
市
場
と
の
密
接
な
結
合
、
情
報
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
を

取
り
入
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、
国
際
的
競
争
市
場
に
対
応
で
き

る
人
材
の
育
成
な
ど
が
強
く
要
請
さ
れ
対
応
を
迫
ら
れ
た
。
こ
う
し

た
指
摘
は
、
当
然
な
が
ら
公
的
資
金
の
使
途
に
つ
い
て
の
社
会
的
評

価
・
大
学
評
価
と
い
う
方
向
に
向
か
う
。
ほ
と
ん
ど
が
公
立
で
あ
り

な
が
ら
、
こ
の
面
に
目
を
向
け
て
こ
な
か
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学

も
次
第
に
関
心
を
払
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
き
た
。

加
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
Ｅ
Ｕ
統
合
と
い
う
課
題
が
控

え
て
い
た
。
Ｅ
Ｕ
領
域
内
で
の
学
生
・
教
員
の
積
極
的
な
移
動
を
促

進
す
る
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
共
通
基
準
の
開
発
が
必
要
だ
が
、
こ

れ
は
Ｅ
Ｕ
を
越
え
て
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
で
の
問
題
に
な
る
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
内
外
の
大
学
間
の
流
動
性
を
促
進
し
、
大
学
同
士
の
競
争

を
通
し
て
高
等
教
育
の
質
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
大
学
教
員

や
学
生
の
意
識
を
覚
醒
さ
せ
大
学
全
体
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
、
つ

ま
り
総
体
的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
の
魅
力
を
回
復
す
る
こ
と
も
ま

た
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。

研
究
テ
ー
マ
と
は
直
接
に
関
係
し
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
は
あ
ま

り
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
の
だ
が
、
い
ま
思
い
返
し
て
み
る
と
、
大

学
の
マ
ス
化
の
波
・
社
会
か
ら
の
多
様
な
要
求
・
財
政
問
題
と
評
価

と
い
う
環
境
変
化
と
Ｅ
Ｕ
統
合
と
い
う
政
治
課
題
へ
の
対
応
と
が
ド

イ
ツ
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
高
等
教
育
改
革
を
方
向
づ
け

て
い
た
の
で
あ
る
。

□二

ド
イ
ツ
の
大
学
制
度

ド
イ
ツ
の
大
学
と
い
え
ば
、
一
八
一
〇
年
に
新
し
い
理
念
に
基
づ

い
て
設
立
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
を
嚆
矢
と
す
る
フ
ン
ボ
ル
ト
型
大

学
が
ま
ず
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
既
存
の
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
の
で
は

な
く
「
孤
独
と
自
由
」
の
な
か
で
学
問
研
究
に
邁
進
す
る
こ
と
が
大

学
の
任
務
で
あ
る
と
す
る
理
念
で
あ
り
、
こ
う
し
た
あ
り
方
が
ア
メ

リ
カ
や
日
本
な
ど
他
国
の
大
学
制
度
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と

も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
過
去
の
も
の

に
な
っ
て
い
る
。周
知
の
こ
と
か
と
は
思
わ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
大

学
制
度
に
つ
い
て
復
習
し
て
お
く
（２）

。

ド
イ
ツ
の
大
学

ド
イ
ツ
の
子
ど
も
た
ち
は
四
年
間
の
小
学
校

（
基
礎
学
校
�G

rundschule

）
を
終
え
る
段

階
（
十
歳
）
に
な
る
と
、
将
来
の
進
学
希
望
に
合
わ
せ
て
小
学
校
に

続
く
学
校
種
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
早
く
職
業
能
力
を
身
に

つ
け
て
就
職
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
大
学
に
進
学
し
て
よ
り
高
度
な

－ ５２ －



専
門
職
に
就
く
の
か
と
い
う
選
択
を
迫
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
大
学

に
進
学
す
る
に
は
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（G

ym
nasium

）
と
い
う
中
等

教
育
機
関
（
日
本
で
言
え
ば
中
学
校
と
高
等
学
校
を
統
合
し
た
学

校
）
に
進
学
し
、
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
（A

bitur

）
と
い
う
大
学
入
学
資

格
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
卒
業
年
齢
は
十
九
歳
、
大
学
入
試
は

な
く
、
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
を
取
得
し
て
卒
業
す
れ
ば
、
原
則
と
し
て
自

動
的
に
希
望
す
る
大
学
に
入
学
で
き
る
。
ま
た
、
大
学
に
お
け
る
学

修
の
自
由
度
は
非
常
に
高
く
、履
修
す
る
授
業
の
選
択
は
も
と
よ
り
、

在
学
中
に
専
攻
分
野
を
変
更
し
た
り
、
学
期
に
応
じ
て
大
学
を
移
動

す
る
自
由
も
保
障
さ
れ
て
い
る
。
大
学
教
員
に
対
し
て
は
「
教
授
の

自
由
」
（Lehrfreiheit

）
が
保
障
さ
れ
る
の
に
対
応
し
て
、
学
生
に

は
「
学
習
の
自
由
」
（Lernfreiheit

）
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
大
学
教
育
は
、
大
学
の
試
験
、
国
家
試
験
、
あ
る
い

は
教
会
の
試
験
に
よ
っ
て
修
了
す
る
。
ど
れ
に
よ
っ
て
修
了
す
る
か

は
専
門
分
野
と
卒
業
後
の
職
業
に
よ
っ
て
決
ま
る
（３）

。

ド
イ
ツ
は
連
邦
国
家
で
あ
り
、
連
邦
政
府
の
権
限
が
及
ぶ
の
は
外

交
・
国
防
・
原
子
力
の
三
分
野
で
、
そ
れ
以
外
は
州
政
府
が
主
権
を

持
つ
。
こ
の
相
補
性
原
則
に
よ
り
、
文
教
関
係
も
本
来
は
す
べ
て
州

政
府
の
管
轄
で
あ
る
（４）

。
ド
イ
ツ
国
内
で
「
大
学
」
と
名
が
つ
く
高

等
教
育
機
関
は
三
百
五
十
五
校
程
度
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど

が
州
政
府
の
管
轄
と
い
う
意
味
で
「
国
立
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

こ
れ
ら
の
国
立
大
学
は
原
則
と
し
て
授
業
料
無
料
で
あ
り
、
「
誰
も

が
等
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
」
と
い
う
憲
法
の
規
定
の
精

神
に
則
っ
て
、
こ
の
制
度
は
継
続
さ
れ
て
き
た
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
国
立
大
学
の
教
員
は
公
務
員
で
あ
り
役
人
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
「
大
学
」
は
、
「
学
術
大
学
（
総
合
大
学
）」

：

（U
niversitat

）と「
専
門
大
学（
専
門
単
科
大
学
）」（Fachhochschule

）

と
大
き
く
二
つ
の
セ
ク
タ
ー
に
区
分
さ
れ
る
。

・
学
術
大
学
（
総
合
大
学
）

英
語
で
い
う
「
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
と
同
義
と
と
ら
え
て
よ
い
。

五
学
部
以
上
か
ら
な
り
、
調
査
・
教
育
・
研
究
な
ら
び
に
後
進
の
学

術
指
導
に
当
た
る
。
基
礎
研
究
・
応
用
研
究
な
ど
純
粋
な
「
学
問
」

に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
大
学
で
授
与
さ
れ
る
学
位
は
、
自
然
科

学
・
工
学
・
社
会
科
学
・
経
営
学
系
の
学
科
で
は
「
デ
ィ
プ
ロ
ム
」

（D
iplom

）、人
文
・
社
会
科
学
系
の
一
部
で
は
「
マ
ギ
ス
タ
ー
」

（M
agister

）
の
二
種
類
で
あ
る
（５）

。
通
常
、
デ
ィ
プ
ロ
ム
や
マ
ギ

ス
タ
ー
を
取
得
し
卒
業
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間
は
最
短
で
も
四
年

ド
ク
タ
ー

半
。
平
均
六
年
程
度
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
博
士
号
（D

oktor

）
授

ハ

ビ

リ

タ

チ

オ

ン

与
権
・
大
学
教
授
資
格
（H

abilitation

）
授
与
権
を
独
占
し
、
研
究

者
・
高
等
教
育
教
員
の
養
成
機
関
の
役
割
を
一
手
に
担
っ
て
い
る
。

・
専
門
大
学
（
専
門
単
科
大
学
）

一
九
六
八
年
、
高
等
教
育
需
要
の
拡
大
・
多
様
化
へ
の
対
策
と
し
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て
、
工
科
大
学
（Technische

H
ochschulen

）
な
ど
の
既
存
の
高
等

専
門
教
育
機
関
を
昇
格
さ
せ
る
か
た
ち
で
誕
生
し
た
。
純
粋
な
「
学

問
」
に
力
点
が
置
か
れ
る
学
術
大
学
と
は
異
な
り
、
あ
る
分
野
に
限

定
さ
れ
た
学
部
学
科
か
ら
成
り
、
よ
り
実
践
面
が
重
視
さ
れ
、
卒
業

後
に
就
く
職
業
に
必
要
な
専
門
的
で
高
度
な
訓
練
や
実
習
を
早
い
時

期
か
ら
行
う
。
そ
の
点
で
、
よ
り
就
職
に
近
い
が
、
あ
く
ま
で
「
大

学
」
で
あ
り
、
設
備
も
総
合
大
学
と
同
様
充
実
し
自
治
権
も
保
証
さ

れ
て
い
る
。
専
門
大
学
で
得
ら
れ
る
学
位
は
「D

iplom

（FH

）」で

あ
り
、
括
弧
付
き
で
（
Ｆ
Ｈ
）
と
な
っ
て
い
る
。
学
位
取
得
ま
で
の

期
間
は
総
合
大
学
に
比
べ
て
短
い
。

・
そ
の
他
の
大
学

：

上
記
以
外
に
、
工
科
大
学
（Technische

U
niversitat

）
や
統
合

大
学
（G

esam
thochschule

）
と
い
う
形
態
の
大
学
も
あ
る
。
前
者

は
、
工
科
大
学
で
は
あ
る
が
、
人
文
系
学
部
も
備
わ
っ
た
総
合
大
学

と
見
な
し
て
よ
い
も
の
が
多
い
。
後
者
は
、
総
合
大
学
や
専
門
大
学
、

芸
術
系
専
門
大
学
を
統
合
し
た
大
学
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
他
に
、
実

技
中
心
で
芸
術
家
や
芸
術
系
教
員
の
養
成
を
主
眼
と
し
た
音
楽
大
学

（M
usikhochschule

）
や
芸
術
大
学
（K

unsthochschule

）
が
あ
る
。

：

教
員
養
成
大
学
（Padagogische

H
ochschule

）
も
あ
る
が
、
現
在

は
学
術
大
学
に
教
育
学
部
・
教
員
養
成
課
程
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

ご
く
僅
か
の
州
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
以
外
に
連
邦
が
設
置

：

し
た
連
邦
国
防
軍
大
学
（B

undesw
ehr

U
nivesrsitat

）
が
あ
る
。

ド
イ
ツ
で
は
私
立
大
学
、
特
に
総
合
大
学
は
非
常
に
少
な
く
、
大
部

分
は
教
会
関
係
の
設
立
に
か
か
る
神
学
校
や
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル

な
ど
で
あ
る
。

大
学
大
綱
法

こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
大
学
の
大
枠
を
定
め
て
い

る
の
は
「
大
学
大
綱
法
」（H

ochschulrahm
en-

gesetz,H
R
G

）で
あ
る
（６）

。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
大
学
再
建
が
開
始
さ
れ
、
一
九
四
八
年
の

「
青
色
勧
告
」
（B

lue
G
utachten

）
で
は
、
大
学
自
治
の
強
化
・

大
学
教
授
団
の
拡
大
・
伝
統
的
な
学
部
の
解
体
な
ど
大
学
改
革
の
基

本
的
な
方
向
が
提
言
さ
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
学
術
審
議

会
の
提
案
の
下
に
多
数
の
新
し
い
大
学
の
設
立
が
開
始
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
、
学
生
数
の
爆
発
的
増
加
や
学

生
運
動
を
き
っ
か
け
に
、
各
州
は
高
等
教
育
法
を
制
定
し
始
め
た
。

一
九
六
九
年
の
「
連
邦
共
和
国
基
本
法
」
（
憲
法
相
当
）
改
正
で
、

「
高
等
教
育
制
度
の
一
般
的
原
則
」
に
関
す
る
大
綱
的
立
法
権
が
国

に
与
え
ら
れ
、
一
九
七
五
年
に
各
州
の
高
等
教
育
法
の
最
大
公
約
数

的
な
も
の
と
し
て
「
大
学
大
綱
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
制
定
以
降
、

六
回
の
改
正
を
見
て
い
る
。
特
に
第
四
次
改
正
（
一
九
九
八
）、第
五

次
改
正
（
二
〇
〇
二
）、第
六
次
改
正
（
二
〇
〇
二
）
が
最
近
の
ド
イ

ツ
の
大
学
改
革
に
直
接
に
関
係
し
て
い
る
。
改
正
点
は
多
岐
に
わ
た

－ ５４ －



る
が
（７）

、
基
本
的
な
方
向
は
競
争
力
重
視
に
向
け
た
規
制
緩
和
・
弾

力
化
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

以
下
で
は
、
「
大
学
大
綱
法
」
改
正
の
う
ち
、
教
員
組
織
の
再
編

お
よ
び
国
際
化
を
目
指
し
た
学
修
構
造
の
再
編
と
質
保
証
に
関
わ
る

部
分
で
、
ド
イ
ツ
の
大
学
改
革
と
課
題
を
見
て
み
よ
う
。

□三

大
学
大
綱
法
改
定
と
教
員
組
織
の
再
編

正
教
授
支
配
の
大
学
か
ら

集
団
運
営
の
大
学
へ
（８）

ド
イ
ツ
の
大
学
は
十
六
世
紀
以
降
、

十
九
世
紀
を
そ
の
頂
点
と
し
て
、
伝

統
的
に
「
正
教
授
支
配
の
大
学

：

（O
rdinarienuniversitat

）」と
い
わ
れ
る
。
大
学
は
学
部
の
連
合
体

と
見
な
さ
れ
る
が
、
学
部
に
は
広
義
・
狭
義
の
そ
れ
が
あ
る
。
広
義

に
は
、学
部
は
正
教
授（O

rdinarius

）・
員
外
教
授（Extraordinarius

）

・
教
授
資
格
を
取
得
し
教
授
を
行
っ
て
い
る
私
講
師

（Privatdocent

）・
登
録
し
た
学
生
（Student

）
の
四
者
か
ら
構
成

さ
れ
る
（
事
務
職
員
は
含
ま
れ
な
い
）。そ
れ
に
対
し
て
、
狭
義
の
学

部
、
つ
ま
り
運
営
機
関
・
意
思
決
定
機
関
と
し
て
の
学
部
は
正
教
授

だ
け
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
の
学
部
は
、
大
学
の
意
思
決

定
機
関
と
し
て
の
大
学
評
議
会
（Senat

）
と
は
独
立
に
、
学
部
長

を
長
と
し
て
学
部
に
関
す
る
権
限
お
よ
び
職
務
を
規
則
に
則
っ
て
遂

行
す
る
。
学
問
の
自
治
の
最
も
基
本
的
な
単
位
は「
講
座
」で
あ
り
、

正
教
授
（
講
座
保
持
者
）
は
自
分
の
講
座
の
領
域
に
お
い
て
研
究
・

教
育
・
人
事
・
予
算
に
関
し
て
単
独
で
行
使
す
る
決
定
権
限
を
有
す

る
。
「
正
教
授
支
配
の
大
学
」
た
る
所
以
で
あ
る
。

ハ

ビ

リ

タ

チ

オ

ン

こ
れ
を
支
え
て
い
た
の
が
「
教
授
資
格
制
度
」（H

abilitation

）
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
大
学
教
授
に
な
る
た
め
に
は
、
教
授
資
格
が
必

要
と
さ
れ
、
こ
れ
を
と
ら
な
け
れ
ば
正
規
の
大
学
教
授
に
は
な
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ギ
ル
ド
的
・
徒
弟
制
的
な
後
継
者
養
成
機
能

を
中
心
と
す
る
こ
う
し
た
方
式
は
、
十
八
世
紀
以
来
の
ド
イ
ツ
の
大

学
に
定
着
し
、
一
八
一
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
学
則
に
お
い
て
初

め
て
文
字
に
書
か
れ
た
規
則
に
な
り
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
（９）

。し
か
し
、
大
学
が
研
究
・
教
育
の
大
規
模
経
営
体
に
変
化
す
る
に

つ
れ
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
非
効
率
性
・
不
適
切
性
が
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
大
学
構
成
員
相
互
の
「
同
等
性
」
と
「
共
同
決
定
」

に
よ
る
意
思
決
定
へ
の
参
加
と
い
う
方
向
が
議
論
さ
れ
始
め
た
。

一
九
七
六
年
の
「
大
学
大
綱
法
」
制
定
に
と
も
な
い
「
教
授
」
と

い
う
統
一
的
職
名
が
導
入
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
外
部
者
に
は
不
可

解
な
呼
称
で
あ
る
Ｃ
４
・
Ｃ
３
・
Ｃ
２
な
ど
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
「
連
邦
給
与
法
」
で
定
め
ら
れ
た
「
給
与
の
等
級
」

で
教
授
を
呼
ぶ
方
式
で
あ
り
、
か
つ
て
の
正
教
授
の
系
統
が
Ｃ
４
教

－ ５５ －



授
、
員
外
教
授
の
系
統
が
Ｃ
３
教
授
で
あ
る
。
た
だ
し
、
両
者
は
同

格
で
あ
り
、
Ｃ
３
教
授
で
も
学
部
長
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

大
学
の
意
思
決
定
に
つ
い
て
も
、
助
手
や
事
務
職
員
・
学
術
的
協
働

者
（A

kadem
ischer

M
itarbeiter

）
な
ど
の
各
階
層
か
ら
選
出
さ
れ

た
代
表
者
の
会
議
体
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

教
授
が
研
究
・
教
育
か
ら
学
内
行
政
を
担
う
多
機
能
性
を
承
認
し
つ

つ
も
、
大
学
の
各
教
員
層
が
一
定
の
分
業
的
分
担
を
行
う
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
処
遇
も
適
正
化
さ
れ
た

（１０）

。「
集
団
運
営
の
大
学
」

：

（
グ
ル
ー
プ
合
議
制
大
学
�G

ruppenuniversitat

）
と
呼
ば
れ
る
。

「
準
教
授
」
制
度
の
導
入

し
か
し
、
大
学
の
運
営
体
制
が
変
わ

っ
て
も
大
学
教
授
に
な
る
ル
ー
ト
に

は
依
然
と
し
て
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
変
え
た
の
が
、
二
〇

〇
二
年
の
「
大
学
大
綱
法
」
（
第
五
次
改
正
）
に
お
け
る

ジ
ュ
ニ
ア
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー

「
準

教

授
」
（Juniorprofessor

）
制
度
の
導
入
で
あ
る

（１１）

。

こ
れ
は
研
究
面
で
の
国
際
競
争
力
向
上
の
た
め
の
若
手
研
究
者
確

保
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も

ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ン
に
合
格
し
、
大
学
教
授
資
格
を
取
得
し
て
い
な
く

と
も
、
そ
れ
に
同
等
の
学
術
的
業
績
を
あ
げ
て
い
れ
ば
教
授
に
任
用

さ
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
地
位
と
し
て
は
、
か
つ
て
の
助
手

に
相
当
す
る
職
務
を
果
た
し
、
研
究
と
教
育
に
つ
い
て
は
教
授
と
同

等
の
権
限
を
持
つ
が
、
大
学
の
管
理
運
営
に
関
し
て
は
学
部
長
や
学

長
に
選
出
さ
れ
る
資
格
は
な
い

（１２）

。

ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ン
と
ジ
ュ
ニ
ア
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
の
ど
ち
ら
の

途
を
と
る
か
は
個
々
の
大
学
が
決
定
す
る
が
、
後
者
が
増
加
し
て
、

い
ず
れ
主
流
に
な
る
と
い
う
の
が
大
方
の
予
想
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
伝
統
的
な
ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ン
の
事
実
上
の
廃
止
は
学
問
水
準
を

低
下
さ
せ
る
、
大
学
教
授
の
地
位
を
低
く
す
る
な
ど
の
強
い
反
対
が

な
さ
れ
、バ
イ
エ
ル
ン
州
な
ど
が
提
訴
し
違
憲
判
決
が
出
さ
れ
た
が
、

二
〇
〇
四
年
十
二
月
に
連
邦
議
会
と
連
邦
参
議
院
の
承
認
に
よ
り
法

的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
。
二
〇
〇
二
年
に
こ
の
制
度
に
よ
る
最
初
の

任
用
が
始
ま
り
、す
で
に
六
百
人
以
上
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

□四

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
と
ド
イ
ツ
の
大
学
改
革

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
と

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
（１３）

Ｅ
Ｕ
統
合
の
中
で
、
高
等
教
育
制

度
全
体
と
し
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共

通
の
枠
組
み
の
構
築
が
進
ん
で
い

る
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
が
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
」
で
あ
る
。
一

九
九
八
年
五
月
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
（
パ
リ
大
学
）
創
立
八
百
年
記
念
式

典
で
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
英
国
・
イ
タ
リ
ア
の
教
育
関
係
大
臣

は
、
高
等
教
育
に
お
け
る
「
開
か
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
構
築
を
謳

う
「
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
宣
言
」
に
署
名
し
た
。
こ
の
宣
言
で
強
調
さ
れ
た

－ ５６ －



の
は
、
�
共
通
の
分
か
り
や
す
い
教
育
課
程
の
設
置
、
特
に
学
部

（undergraduate

）
と
大
学
院
（graduate

）
の
二
段
階
構
造
を
採

用
し
、
共
通
レ
ベ
ル
の
学
位
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
国
際
的
な
透
明
性

を
は
か
り
、
資
格
の
相
互
承
認
を
改
善
す
る
こ
と
、
�
学
生
・
教
員

の
移
動
（m

obility
）
を
促
進
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
労
働
市
場
へ
の
統

合
を
図
る
こ
と
、
�
そ
の
た
め
の
障
害
を
取
り
除
き
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
高
等
教
育
圏
」
の
調
和
を
通
し
て
雇
用
可
能
性
（em

ployability

）

を
促
進
す
る
こ
と
の
三
点
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
の
内
容
を
他
の
Ｅ

Ｕ
諸
国
は
じ
め
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
理
解
を
得
て
、
更
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
こ
の
決
議
は
翌
一
九
九
九
年
の
「
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
」
に
結
実
す
る
。

一
九
九
九
年
六
月
、
大
学
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ

ー
ニ
ャ
に
、
Ｅ
Ｕ
十
五
カ
国
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
二
十
九
カ
国
の
教

育
関
係
大
臣
が
集
ま
り
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
宣
言
を
継
承
し
、
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
高
等
教
育
圏
」
の
構
築
を
め
ざ
し
て
、
「
新
し
い
千
年
紀
の
最

初
の
十
年
」
に
達
成
さ
れ
る
べ
き
六
つ
の
目
標
を
掲
げ
た
「
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
宣
言
」
に
署
名
し
た
。
�
理
解
し
や
す
く
比
較
可
能
な
学
位
シ

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト

ス
テ
ム
の
確
立
、
具
体
的
に
は
、「
学
位
証
書
添
付
資
料
」（D

iplom
a

Supplim
ent

）
を
発
行
し
、
労
働
市
場
か
ら
見
て
分
か
り
や
す
い
学

サ
イ
ク
ル

位
シ
ス
テ
ム
と
す
る

（１４）

。
�
二
段
階
（cycle

）
の
大
学
構
造
（
学
部

／
大
学
院
）
の
構
築
。
第
一
段
階
の
最
低
修
学
年
限
を
三
年
と
し
、

修
了
者
に
は
「
学
士
」
（B

achelor

）
の
学
位
を
、
第
二
段
階
修
了

者
に
は
「
修
士
」
（M

aster

）
の
学
位
を
授
与
す
る
。
�
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
単
位
互
換
シ
ス
テ
ム
」
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
（European

C
reditTransfer

System

）
を
導
入
・
普
及
さ
せ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
間
の
学
生
移
動

を
促
進
す
る
。
�
学
生
・
教
員
の
移
動
の
障
害
除
去
し
、
移
動
を
効

果
的
に
実
現
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
か
な
っ
た
職
業
訓
練
の
機
会

と
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
�
高
等
教
育
の
質
の
保
証
に

関
す
る
比
較
可
能
な
方
法
と
協
力
体
制
を
開
発
す
る
。
�
高
等
教
育

に
お
い
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
・
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
各
機
関
の
強

力
を
通
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
次
元
を
促
進
す
る
。

「
新
し
い
千
年
紀
の
最
初
の
十
年
」、つ
ま
り
二
〇
一
〇
年
ま
で
に

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
の
課
題
を
解
決
し
て
ゆ
く
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が

「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
以
降
、
フ
ォ

ロ
ー
・
ア
ッ
プ
の
た
め
に
二
年
お
き
に
持
ち
回
り
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

高
等
教
育
関
係
大
臣
会
議
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
二
〇
〇
一

年
は
プ
ラ
ハ
、
二
〇
〇
三
年
は
ベ
ル
リ
ン
、
二
〇
〇
五
年
は
ベ
ル
ゲ

ン
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
た
び
毎
に
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
へ
参
加
国

は
増
加
し
四
十
五
カ
国
に
達
し
た
。
ま
た
、
六
つ
の
目
標
を
補
強
す

る
取
り
組
み
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
次
回
は
二
〇
〇
七
年
五
月
に
ロ

ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
る
。

－ ５７ －



ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
の

な
か
の
大
学
改
革

ド
イ
ツ
の
大
学
改
革
と
の
関
係
で

は
、
�
二
段
階
構
造
の
高
等
教
育

シ
ス
テ
ム
、
�
単
位
互
換
制
、
�

質
の
保
証
、
の
三
点
が
重
要
で
あ
ろ
う

（１５）

。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら

は
ド
イ
ツ
で
は
そ
も
そ
も
形
成
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

�
二
段
階
構
造
の
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
�
学
士
／
修
士
（
Ｂ
Ａ
／

Ｍ
Ａ
）
と
い
う
二
段
階
の
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
は
ド
イ
ツ
に
は
設
け

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
デ
ィ
プ
ロ
ム
試
験
・

マ
ギ
ス
タ
ー
試
験
、
国
家
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
大
学
卒
業
を
意

味
し
、学
習
分
野
に
お
け
る
資
格
を
付
与
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
職
に
就
く
た
め
に
は
、
そ
の
後
に
博
士
号
の
取
得

と
ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ン
試
験
を
必
須
と
し
た
。
す
な
わ
ち
一
段
階
の
高

等
教
育
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
定
員
化
さ
れ
た
大
学
院
教
育
も
学
士
・

修
士
に
相
当
す
る
学
位
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
で
も
何
ら
か
の
制
度
化
さ
れ
た
学
術
後

継
者
養
成
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
の
議
論
が
な
さ

れ
、
「
大
学
大
綱
法
」
（
第
四
次
改
正
）
で
は
、
従
来
の
制
度
と
並

行
し
て
、
学
部
段
階
と
し
て
学
士
課
程
、
大
学
院
段
階
と
し
て
修
士

課
程
を
各
大
学
の
裁
量
で
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

（
第
一
九
条
）。

大
学
大
綱
法
の
条
文
で
は
「
置
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
規
程

で
あ
る
が
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
は
実
際
に
徐
々
に

二
段
階
構
造
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
ベ
ル
ゲ
ン
会
議
に
提
出
さ
れ
た

レ
ポ
ー
ト
で
は
、
二
〇
〇
五
年
夏
学
期
現
在
、
二
段
階
構
造
を
採
用

し
て
い
る
課
程
は
二
六
・
三
％
に
達
し
て
い
る
。
従
来
の
シ
ス
テ
ム

で
は
、
デ
ィ
プ
ロ
ム
や
マ
ギ
ス
タ
ー
を
取
得
、
す
な
わ
ち
卒
業
ま
で

最
短
四
年
半
、
通
常
六
年
程
度
を
要
し
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
「
い

つ
卒
業
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
」
シ
ス
テ
ム
に
苛
立
ち
を
覚
え
る
学

生
が
多
く
、
Ｂ
Ａ
／
Ｍ
Ａ
コ
ー
ス
は
学
生
か
ら
は
人
気
の
よ
う
で
あ

る
。
他
方
、
卒
業
ま
で
の
長
い
道
の
り
は
近
年
の
高
い
教
育
行
政
負

担
金
か
ら
し
て
も
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
効
果

を
生
ん
で
い
る
。

�
単
位
互
換
制
�
履
修
科
目
に
「
単
位
」
（credit

）
が
あ
る
と

い
う
の
は
、
日
本
で
は
当
た
り
前
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
単
位
制
度

は
ア
メ
リ
カ
で
発
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
大
学
に
は
見
ら

れ
な
い
。
「
学
習
の
自
由
」
（Lernfreiheit

）
と
い
う
理
念
の
も
と

で
学
生
は
自
ら
の
計
画
に
従
っ
て
学
習
す
る
の
で
あ
っ
て
、
四
〜
五

年
と
い
う
標
準
的
な
学
習
期
間
（R

egelstudienzeit

）
は
あ
る
に
し

て
も
、定
め
ら
れ
た
単
位
を
と
っ
て
卒
業
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

そ
の
間
に
大
学
を
移
動
す
る
こ
と
も
自
由
で
あ
っ
た
。
「
卒
業
」
に

関
し
て
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

内
で
も
ド
イ
ツ
国
内
で
も
大
学
を
移
る
場
合
、
あ
る
い
は
途
中
で
専

－ ５８ －



門
分
野
・
専
攻
を
変
え
る
場
合
、
既
習
の
学
修
成
果
が
移
動
先
で
ど

う
承
認
さ
れ
る
か
大
き
な
問
題
に
な
る
。
特
に
人
文
社
会
系
の
マ
ギ

ス
タ
ー
課
程
で
は
広
範
な
学
生
の
自
由
を
認
め
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
造
化
不
足
と
あ
い
ま
っ
て
、
学
修
成
果
の
移
転

に
関
し
て
制
度
的
な
不
備
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
大
綱
法
」
（
第
四
次
改
正
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
「
単

位
制
シ
ス
テ
ム
」（C

reditPointSystem
,Leistungspunktsystem

）

を
規
定
し
、
学
習
成
績
を
単
位
の
か
た
ち
で
ポ
イ
ン
ト
化
し
て
、
国

内
大
学
間
だ
け
で
は
な
く
、
外
国
の
大
学
と
も
学
習
成
果
を
比
較
・

互
換
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
（
第
一
五
条
第
三
項
）。こ
れ
を
も
と

に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
ド
イ
ツ
で
も
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
が
導

入
さ
れ
、
学
士
課
程
の
六
七
・
七
％
、
修
士
課
程
の
六
三
・
五
％
で

こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
サ
プ
リ

メ
ン
ト
」
も
学
士
課
程
の
四
四
・
八
％
、
修
士
課
程
の
四
四
％
が
発

行
し
て
い
る
。

ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

�
質
の
保
証
�
質
の
保
証
は
「
基
準
認
定
」
（accreditation
）

と
「
評
価
」
（evaluation

）
の
二
段
階
で
行
わ
れ
る
。
前
者
は
、

当
該
機
関
が
一
定
の
基
準
に
達
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
そ
の
資
格

・
適
格
性
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
認
定
で
あ
り
、
後
者
は
、
認
定
を
受

け
た
機
関
を
一
定
の
指
標
に
基
づ
い
て
、
そ
の
達
成
度
な
ど
に
つ
い

て
査
定
・
ラ
ン
ク
付
け
し
、
財
政
機
関
が
資
金
配
分
す
る
際
の
参
考

資
料
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
質
の
保
証
シ
ス
テ
ム
、
特
に
「
基
準
認
定
」
も
ま
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
に
は
伝
統
的
に
な
く
、
ア
メ
リ
カ
で
発
達
し
た

も
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
は
国
立
・
公
立
が
主
で
あ
り
、

大
学
の
設
立
・
維
持
運
営
は
政
府
の
手
で
行
わ
れ
る
。
明
示
的
で
は

な
い
に
し
て
も
、一
定
の
基
準
を
満
た
す
高
等
教
育
機
関
だ
け
が「
大

学
」
と
呼
ば
れ
、
自
治
権
・
学
位
授
与
権
な
ど
の
特
権
を
保
持
し
て

い
た
。
政
府
自
体
が
保
証
機
関
と
し
て
事
前
に
基
準
認
定
を
行
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
政
府
は
そ

の
よ
う
な
機
能
を
持
た
な
い
。
大
学
は
私
立
大
学
と
し
て
、
政
府
の

設
置
認
可
な
し
に
自
主
的
に
設
立
さ
れ
た
。
州
立
大
学
の
場
合
も
基

本
的
に
は
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
学
は
共
同
し
て
団
体
を

作
り
、
一
定
の
基
準
を
設
け
、
そ
れ
を
満
た
し
て
い
る
大
学
を
会
員

と
し
て
認
め
、
ま
た
質
を
保
証
し
、
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
に
努

力
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
相
互
に
評
価
し
判
定
し
合
っ
て
い
る

（１６）

。

ド
イ
ツ
の
場
合
、
基
準
認
定
は
「
大
綱
法
」
（
第
四
次
改
定
）
で

は
、
試
験
成
績
・
修
了
資
格
の
同
等
性
と
大
学
間
移
動
の
可
能
性
を

州
に
対
し
て
保
証
す
る
責
務
を
課
す
る
か
た
ち
で
規
定
し
て
い
る

（
第
九
条
第
二
項
）。こ
う
し
た
州
の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
、
一
九

九
九
年
に
州
文
部
大
臣
会
議
と
大
学
学
長
会
議
に
よ
り
「
ア
ク
レ
デ

ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
審
議
会
」
が
暫
定
的
に
設
置
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
か

－ ５９ －



ら
正
式
に
発
足
し
た

（１７）

。
ま
た
、
評
価
と
い
う
面
で
は
、「
大
綱
法
」

（
第
四
次
改
正
）
で
「
達
成
を
志
向
し
た
大
学
財
政
」
（
第
五
条
）

の
考
え
方
が
盛
り
込
ま
れ
、
研
究
・
教
育
活
動
の
定
期
的
評
価
お
よ

び
評
価
の
公
表
（
第
六
条
）
が
規
定
さ
れ
た

（１８）

。
同
時
に
規
制
緩
和

も
推
進
さ
れ
、
各
大
学
が
自
己
の
責
任
で
積
極
的
に
大
学
改
革
を
推

進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
改
革
に
よ
っ
て
、
大
学
の
制
度
的
枠
組
み
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
学
教
員
の
あ
り
方
そ
の
も
の
、
大
学
教
員
と

は
何
か
が
問
わ
れ
て
く
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
研
修
当
時
、

ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
で
「
大
学
教
授
法
」
に
関
す
る
博
士
候
補
・
助

手
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
の
を
目

に
し
て
、
不
思
議
の
感
を
覚
え
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
大
学

教
授
職
の
能
力
開
発
」
と
い
う
十
年
前
の
不
思
議
も
現
在
で
は
焦
眉

の
急
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（１９）

。

□五

お
わ
り
に

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ド
イ
ツ
の
大
学
改
革
は
「
大
綱
法
」
改
正

と
い
い
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
へ
の
参
加
と
い
い
、
そ
の
背
後

に
は
ア
メ
リ
カ
発
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
Ｅ
Ｕ
の
地
域
化
の
流
れ
が
見

て
取
れ
る
。

十
二
世
紀
の
中
世
大
学
に
発
し
、
基
本
的
な
構
造
は
共
通
に
持
ち

な
が
ら
も
、
「
大
学
間
に
格
差
は
な
い
」
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
情
に
応
じ
て
独
自
の
発
達
を
遂
げ
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
大
学
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
Ｅ
Ｕ
統
合
と
を
背
景
に
劇
的
に
変
化

し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
基
本
的
な
方
向
は
、
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
性

に
富
ん
だ
ア
メ
リ
カ
型
の
大
学
へ
の
移
行
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

ド
イ
ツ
も
同
様
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
ド
イ
ツ
に
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
の
進
行
に
対
す

る
不
満
や
批
判
が
あ
る

（２０）

。
ま
た
、
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
跛
行
的

で
あ
り
、
完
全
に
整
合
化
一
本
化
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
ら
し
い

（２１）

。
こ
う
し
た
動
き
を
、
歓
迎
す
べ
き
改
革
と
見
る
か
、
単
な
る
巻

き
返
し
や
覇
権
の
取
り
戻
し
と
見
る
の
か
は
、評
価
が
分
か
れ
よ
う
。

し
か
し
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
、
社
会
か
ら
の
要
求
と

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ネ
ス

圧
力
が
高
ま
る
な
か
で
は
、
社
会
の
要
求
に
対
す
る
対
応
性
を
確
保

し
な
が
ら
、
い
か
に
し
て
社
会
に
対
す
る
責
任
（
レ
ス
ポ
ン
シ
ビ
リ

テ
ィ
ー
）
を
果
た
し
う
る
か
が
改
革
の
評
価
を
決
め
る
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〈
註
〉

＊
私
に
求
め
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
「
ド
イ
ツ
の
大
学
改
革
と
課
題
」
で

あ
る
が
、
必
ず
し
も
ド
イ
ツ
の
大
学
・
高
等
教
育
研
究
を
専
門
に
し

－ ６０ －



て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
最
近
、
勤
務
校
で
自
校
教
育
的
な

大
学
史
講
義
、
教
員
組
織
の
変
更
や
認
証
評
価
に
関
わ
る
法
人
業
務

の
一
端
に
関
わ
り
、
そ
の
関
連
で
大
学
・
高
等
教
育
改
革
の
検
討
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
小
論
は
そ
う
し
た
立
場
か

ら
の
見
方
が
強
く
、
ド
イ
ツ
の
高
等
教
育
改
革
の
現
状
を
つ
ぶ
さ
に

捉
え
る
も
の
で
は
な
い
。

�
当
時
の
状
況
に
関
し
て
は
拙
稿
﹇
１
﹈
参
照
。
ち
な
み
に
、
ド
イ

ツ
で
は
国
際
的
な
学
力
調
査
で
の
成
績
低
迷
、
ア
ビ
ト
ゥ
ー
ア
の

質
的
低
下
と
並
ん
で
ド
イ
ツ
大
学
の
地
位
低
下
と
大
学
改
革
な
ど

メ

ガ

教
育
が
「
巨
大
テ
ー
マ
」
（
当
時
の
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
大
統
領
の
表

現
）
に
な
っ
て
い
た
。

�
タ
イ
ヒ
ラ
ー
﹇
４
﹈、パ
イ
ザ
ー
ト
／
フ
ラ
ム
ハ
イ
ン
﹇
１１
﹈、フ
ュ

ー
ル
﹇
７
﹈
等
を
参
照
。
た
だ
し
、
後
二
者
は
や
や
古
く
、
後
述

の
新
た
な
展
開
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

�
法
曹
・
教
員
な
ど
公
職
に
就
く
こ
と
を
前
提
と
す
る
職
業
や
国
家

に
よ
る
監
督
を
要
す
る
職
業
が
国
家
試
験
の
、
神
学
部
の
場
合
が

教
会
試
験
の
対
象
に
な
る
。
医
師
・
法
曹
・
教
員
の
場
合
は
国
家

試
験
合
格
後
、
た
い
て
い
は
試
補
と
し
て
実
習
勤
務
に
入
り
、
そ

の
後
さ
ら
に
国
家
試
験
を
受
け
、
そ
の
合
格
を
も
っ
て
専
門
教
育

が
最
終
的
に
修
了
す
る
。

�
州
は
連
邦
教
育
法
の
範
囲
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
を
運
営
で
き
る

が
、
州
毎
の
違
い
を
調
整
す
る
た
め
に
文
部
大
臣
た
ち
が
定
期
的

に
集
ま
る
州
文
部
大
臣
会
議
（K

ultusm
inisterkonferenz

:

K
M
K

）、学

長

た

ち

が

集

ま

る

大

学

学

長

会

議

（H
ochschhulrektorkonferenz

:H
R
K

）
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
に

学
術
審
議
会
（W

issenschaftsrat

）
が
置
か
れ
て
い
る

�
一
般
的
に
は
こ
う
言
い
う
る
が
、
境
界
は
明
白
で
は
な
い
。
あ
え

て
言
え
ば
、
前
者
が
一
つ
の
分
野
の
集
中
的
な
学
修
を
必
要
す
る

の
に
対
し
て
、
後
者
は
複
数
の
専
門
（
主
専
攻
と
副
専
攻
）
の
学

修
が
必
要
と
さ
れ
る
点
で
大
き
く
相
違
す
る
。

�
「
高
等
教
育
大
綱
法
」、「
大
学
基
本
法
」
と
も
訳
さ
れ
る
が
、
以

下
で
は
「
大
学
大
綱
法
」
と
い
う
。

�
こ
の
間
の
主
な
改
正
点
は
、
�
組
織
運
営
の
柔
軟
化
、
	
業
績
評

価
の
重
視
、


入
学
者
選
抜
シ
ス
テ
ム
の
改
正
、
�
国
際
化
を
目

指
し
た
学
修
構
造
の
再
編
、
�
若
手
研
究
者
養
成
を
基
軸
と
し
た

教
員
制
度
の
再
編
で
あ
る
。


別
府
﹇
８
﹈、坂
越
﹇
３
﹈
な
ど
を
参
照
。

�
大
学
教
授
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
は
以
下
の
通
り
。
�
マ
ギ
ス
テ
ル
学

位
、
さ
ら
に
ド
ク
ト
ル
学
位
を
取
得
す
る
。
	
「
講
義
受
任
者
」

と
な
る
。
た
い
て
い
は
入
門
講
義
担
当
の
助
手
（
六
年
任
期
）。こ

の
間
に
大
学
教
授
資
格
試
験
（
ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ン
）
の
た
め
の
論

文
を
書
く
。


ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ン
を
受
け
て
合
格
し
、
「
大
学
教
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授
資
格
」
取
得
。
合
格
者
は
「
ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ン
に
合
格
し
た
哲

学
博
士
」
（D

r.phil.habil.

）
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
�
私

講
師
な
ど
の
ポ
ス
ト
に
就
く
。
�
大
学
の
教
授
公
募
に
応
募
し
教

授
の
地
位
を
手
に
入
れ
る
。

�
大
学
に
は
、
正
規
の
教
授
へ
の
ル
ー
ト
に
乗
ら
な
い
「
大
学
中
級

教
員
」
（A

kadem
ischer

R
at

）
も
い
る
。
彼
ら
は
「
大
綱
法
」

以
前
の
古
い
法
律
に
基
づ
く
契
約
で
職
務
に
就
い
て
お
り
、
最
後

の
教
員
が
退
職
す
る
ま
で
併
存
す
る
。

�
一
九
九
七
年
に
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
で
研
修
中
、
マ
ッ
ク
ス
・
プ

ラ
ン
ク
研
究
所
に
滞
在
中
の
廣
川
秀
夫
氏
（
前
・
上
智
大
学
教

授
）
か
ら
、
ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ン
な
し
で
教
授
職
に
就
け
る
よ
う
に

す
る
と
い
う
改
革
が
進
行
中
で
あ
る
と
い
う
話
を
う
か
が
っ
た
の

が
、
こ
れ
を
知
っ
た
最
初
で
あ
る
。
自
然
科
学
系
の
場
合
に
は
、

ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ン
執
筆
に
時
間
を
か
け
る
よ
り
も
、
研
究
上
の
ブ

レ
イ
ク
・
ス
ル
ー
を
よ
り
早
く
出
す
ほ
う
が
評
価
は
高
ま
る
わ
け

で
、
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

�
俸
給
表
も
変
更
さ
れ
、
准
教
授
は
Ｗ
１
、
教
授
は
Ｗ
２
、
Ｗ
３
と

な
り
、
教
授
に
は
学
部
毎
に
行
う
業
績
評
価
に
基
づ
く
業
績
給
も

支
給
可
能
と
な
っ
た
。

�
今
日
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
等
教
育
改
革
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
ボ
ロ

ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
へ
の
言
及
は
避
け
が
た
く
、
本
誌
の
他
の
論

考
と
も
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
多
く
の

紹
介
・
研
究
が
あ
る
が
、
小
論
は
吉
川
﹇
９
﹈、木
戸
﹇
２
﹈、ル
イ

ス
﹇
１０
﹈、タ
イ
ヒ
ラ
ー
﹇
４
﹈
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

�
「
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」
と
は
、
国
毎
に
異
な
る
多
様

な
学
位
や
資
格
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
、
学
位
証
（
学
士
、

修
士
な
ど
の
学
位
）
に
添
付
さ
れ
る
補
足
書
類
で
、
取
得
学
位
・

資
格
内
容
・
授
与
期
間
な
ど
に
つ
い
て
標
準
化
さ
れ
た
英
語
で
追

加
情
報
を
記
載
し
た
も
の
。
そ
の
開
発
は
欧
州
委
員
会（European

C
om

m
ission

）、欧
州
審
議
会
（C

ouncil
of

Europa

）、ユ
ネ
ス
コ

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
高
等
教
育
セ
ン
タ
ー
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
／
Ｃ
Ｅ
Ｐ

Ｅ
Ｓ
）
の
三
者
が
共
同
で
当
た
っ
て
い
る
。

�
学
生
の
移
動
性
を
高
め
る
大
規
模
な
交
換
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ソ
ク

ラ
テ
ス
／
エ
ラ
ス
ム
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
二
〇
〇
〇
年
か
ら
始

ま
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
吉
川
﹇
９
﹈、タ
イ
ヒ
ラ
ー
﹇
４
﹈
を

参
照
。

	
日
本
の
場
合
も
、
一
九
九
一
年
の
大
学
設
置
基
準
の
「
大
綱
化
」

と
と
も
に
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
が
浮
上
し
、
さ
ら
に

学
校
教
育
法
の
改
正
で
、
大
学
は
七
年
に
一
度
、
認
定
評
価
機
関

の
認
定
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。



個
々
の
大
学
の
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
同
審
議
会
か
ら
認
定

を
受
け
た
六
つ
の
機
関
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
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�
全
国
レ
ベ
ル
で
の
評
価
機
関
は
な
い
が
、
地
域
レ
ベ
ル
で
は
評
価

機
関
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
。
ま
た
一
九
九
八
年
以
来
、
大
学

学
長
会
議
と
連
邦
教
育
研
究
省
の
共
同
事
業
と
し
て
、
ボ
ロ
ー
ニ

ャ
・
プ
ロ
セ
ス
に
か
な
っ
た
方
式
の
「
質
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（ProjektQ

）
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

�
ノ
イ
マ
ン
﹇
６
﹈、坂
越
﹇
３
﹈
を
参
照
。
寺
�
﹇
５
、三
一
�
五

頁
﹈
は
、
ノ
イ
マ
ン
が
挙
げ
る
大
学
教
員
の
教
授
能
力
論
・
評
価

基
準
論
に
ア
メ
リ
カ
・
モ
デ
ル
と
の
共
通
性
と
同
時
に
ド
イ
ツ
の

独
自
性
を
見
い
出
し
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。

�
英
語
に
よ
る
Ｂ
Ａ
／
Ｍ
Ａ
は
留
学
生
に
は
人
気
が
あ
る
が
、
皮
肉

な
こ
と
に
、
ド
イ
ツ
の
経
済
を
支
え
て
き
た
工
学
系
で
は
、
三
年

の
Ｂ
Ａ
課
程
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
教
育
に
と
っ
て

は
致
命
的
で
あ
る
と
い
う
不
満
が
出
て
い
る
。
心
理
学
系
で
も
、

従
来
の
デ
ィ
プ
ロ
ム
課
程
修
了
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。

�
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
系
の
学
士
が
四
年
生
を
基
本
に
す
る
の
に
対

し
て
、
Ｅ
Ｕ
系
で
は
最
低
三
年
と
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
Ｅ

Ｕ
諸
国
に
お
け
る
中
等
教
育
の
レ
ベ
ル
が
伝
統
的
に
高
く
、
三
年

で
あ
っ
て
も
質
的
に
四
年
と
同
等
に
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う

主
張
に
基
づ
い
て
お
り
、
高
等
教
育
の
み
な
ら
ず
中
等
教
育
と
の

接
続
も
絡
ん
で
い
る
。
ま
た
、
明
文
化
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
修

業
年
限
に
関
し
て
は
、
学
士
三
年
・
修
士
二
年
・
博
士
三
年
の
三

・
五
・
八
型
が
想
定
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
博
士
課
程

に
は
そ
れ
ほ
ど
の
前
進
が
見
ら
れ
ず
、
質
の
保
証
へ
の
取
り
組
み

に
は
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。
他
方
、
ル
イ
ス
﹇
１０
、
八
五
〜
六

頁
﹈
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
の
「
言
葉
遣
い
が
政
治
的
」

で
あ
る
と
指
摘
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
高
等
教
育
制
度
の
多
様

性
を
鑑
み
れ
ば
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
を

実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
疑
念
を
呈
し
て
い
る
。

〈
文
献
目
録
〉

﹇
１
﹈太
田
明「
ド
イ
ツ
の「
大
学
改
革
」と
学
生
の"LuckyStrike"

」、

『
人
間
と
教
育
』、第
十
九
号
、
一
一
一
〜
一
二
一
頁
、
一
九
九
八

年
﹇
２
﹈
木
戸
裕
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
等
教
育
政
策
―
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・

プ
ロ
セ
ス
を
中
心
に
し
て
―
」、『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』、平
成
十
七
年

十
一
月
号
、
七
四
〜
九
八
頁
、
二
〇
〇
五
年

﹇
３
﹈
坂
越
正
樹
「
ド
イ
ツ
の
大
学
改
革
と
大
学
教
員
の
範
開
発
」、

『
教
育
学
術
新
聞
』
（
二
〇
〇
五
年
八
月
二
十
四
日
号
）、二
〇
〇

五
年

﹇
４
﹈
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
タ
イ
ヒ
ラ
ー
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
等
教
育
改

革
』、馬
越
徹
・
吉
川
裕
美
子
監
訳
、
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
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六
年

﹇
５
﹈
寺
�
昌
男
『
大
学
は
歴
史
の
思
想
で
変
わ
る
―
Ｆ
Ｄ
・
評
価

・
私
学
―
』、東
信
堂
、
東
京
、
二
〇
〇
六
年

﹇
６
﹈
カ
ー
ル
・
ノ
イ
マ
ン
『
大
学
教
育
の
改
革
と
教
育
学
』、小
笠

原
道
雄
・
坂
越
正
樹
監
訳
、
東
信
堂
、
二
〇
〇
五
年

﹇
７
﹈
ク
リ
ス
ト
フ
・
フ
ュ
ー
ル
『
ド
イ
ツ
の
学
校
と
大
学
』、天
野

正
治
・
木
戸
裕
・
長
島
啓
記
訳
、
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
六

年
﹇
８
﹈
別
府
昭
郎
「
ド
イ
ツ
大
学
の
教
員
組
織
改
革
」、『
Ｉ
Ｄ
Ｅ
』、

No.
四
七
一
、
五
七
〜
九
〇
頁
、
二
〇
〇
五
年

﹇
９
﹈
吉
川
裕
美
子
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
高
等
教
育
政
策
―
エ
ラ

ス
ム
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
へ
―
」、

『
学
位
研
究
』、第
一
七
号
、
七
一
〜
九
〇
頁
、
二
〇
〇
三
年

﹇
１０
﹈
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ル
イ
ス
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
宣
言
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

高
等
教
育
の
学
位
資
格
と
質
保
証
の
困
へ
の
影
響
―
」
（
吉
川
裕

美
子
訳
）、『
大
学
評
価
・
学
位
研
究
』、No.
３
、七
五
〜
九
〇
頁
、

二
〇
〇
五
年

﹇
１１
﹈
Ｈ
・
パ
イ
ザ
イ
ー
ト
／
Ｇ
・
フ
ラ
イ
ム
ハ
イ
ン
『
ド
イ
ツ
の

高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
』、小
松
親
次
郎
・
長
島
啓
紀
訳
、
玉
川
大
学

出
版
部
、
東
京
、
一
九
九
七
年
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